
モデルコア高専5 制御情報工学科 開講年度 平成29年度 (2017年度)
学科到達目標

科目区
分 授業科目 科目番

号
単位種
別 単位数

学年別週当授業時数
1年 2年 3年 4年 5年
前 後 前 後 前 後 前 後 前 後
1
Q

2
Q

3
Q

4
Q

1
Q

2
Q

3
Q

4
Q

1
Q

2
Q

3
Q

4
Q

1
Q

2
Q

3
Q

4
Q

1
Q

2
Q

3
Q

4
Q

担当教
員

履修上
の区分

一
般

必
修 国語総合１ 0061 履修単

位 2 2 2 豊田 尚
子

一
般

必
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専
門
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門
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位 2 2 2

専
門

必
修 デジタル回路 0037 履修単

位 2 2 2

専
門

必
修 工学実験１ 0038 履修単

位 3 3 3

専
門

必
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必
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位 1 1 1
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門

必
修

マイコン組み込みシステ
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位 2 2 2

専
門

必
修 電気回路 0093 履修単

位 2 2 2

専
門

必
修 電子回路 0094 履修単

位 2 2 2

専
門

必
修 工学実験２ 0095 履修単

位 3 3 3
ユーザ
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ーザ
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専
門

必
修 プログラミング３ 0099 履修単

位 2 2 2

専
門

必
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位 2 2 2

専
門

必
修 工業力学 0102 履修単
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専
門

必
修 材料力学 0103 履修単

位 2 2 2

専
門

必
修 応用物理１ 0104 履修単

位 2 2 2



モデルコア高専5 開講年度 平成29年度 (2017年度) 授業科目 English Communication１
科目基礎情報
科目番号 0071 科目区分 一般 / 必修
授業形態 演習 単位の種別と単位数 履修単位: 2
開設学科 制御情報工学科 対象学年 1
開設期 前期 週時間数 4

教科書/教材 COMET English Communication I　（数研出版）COMET English Communication I Workbook （数研出版）、英単
語Target1200（旺文社）、

担当教員
到達目標
自分の身近な事柄について英語でどうにか伝えることができる、英検３級程度の英語運用能力をつける
Reading　  簡単な英語で書かれた身近な事柄についての比較的短い文章を読み、理解し、日本語で要旨を述べることができる。教科書の英文で
あれば、練習を繰り返せば、間違わずに読むことができる。
Listening　 英語で伝えられた、日常的に使われる程度の指示や質問の内容を理解し、それを受けて何らかの行動や応答に移すことができる。
Writing　　　基本的な構文や単語を利用しながら、自分や身の回りのことについてまとまりのある英文を書ける。
Speaking   決まったフレーズや例文を頼りに、自分や身の回りのことについて簡単な会話を行ったり、発表ができる。
Listening　 英語で伝えられた、日常的に使われる程度の指示や質問の内容を理解し、それを受けて何らかの行動や応答に移すことができる。
Writing　　基本的な構文や単語を利用しながら、自分や身の回りのことについてまとまりのある英文を書ける。
Speaking   決まったフレーズや例文を頼りに、自分や身の回りのことについて簡単な会話を行ったり、発表ができる。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 未到達レベルの目安

評価項目1 簡単な英語で書かれた比較的短い
文章を正確に直読直解できる。

簡単な英語で書かれた比較的短い
文章をほゞ直読直解できる。

簡単な英語で書かれた比較的短い
文にかかわらず、直読直解ができ
ない。

評価項目2 英語での指示や質問の内容を正し
く用いることができる。

英語での指示や質問の内容をほゞ
理解できる。

英語での指示や質問の内容を全く
理解できない。

評価項目3
基本的な構文を十分理解し、それ
を用いて簡単で文法的に正しい文
を書ける。

基本的な構文を理解し、それを用
いて簡単な英文を書ける

基本的な構文を理解できず、それ
を用いた簡単な英文さえ掛けない
。

学科の到達目標項目との関係
教育方法等

概要

コミュニケーションへの関心・意欲・態度
① 英語を読んだり聞いたりして、自分の考えや感想を発言しようとしたり、聴こうとしている。
② 本文を読んで感想を発表したり、しっかり聴こうとしている。
外国語表現の能力
③ 発音と文のリズムに注意して英文を淀みなく読むことができる。
④ 本文の内容を簡潔にまとめたり、それについての自分の意見を簡単に話したり、書いたりできる。
⑤ 各課で扱われる文法や表現を用いて簡単な文章を作ったり、やり取りができる。
外国語理解の能力
⑥ 本文中の代名詞が指す内容について理解できる。
⑦ 本文の内容について理解できる。
⑧ 始めて聞く英文のポイントを聞き取ることができる。
言語や文化についての知識・理解
⑨ 各課で扱われる文法事項の用法を理解している。
⑩ 日常生活で有用な表現等に知っている。
⑪ 英語を通して各国の文化とその背景を理解している。

授業の進め方・方法

授業の進め方と授業内容・方法:

1 　授業開始時に小テストを行う。
2 　新出単語や連語についての発音と意味を確認する。
3 　本文の音声を聞き、音読練習を様々な音読練習を行なう。
4 　本文の内容を理解し、設問に日本語で答える。
5 　本文理解の助けとなる文法事項や代名詞を確認しながら、要点を確認する。
6 　各レッスン終了時に暗誦を行う。

注意点

注意点:

補助教材等 COMET English Communication I Workbook （数研出版）、英単語Target 1200(旺文社）、英単語
Target 1200 Workbook 1,2,3（旺文社）、『グランドセンチュリー英和辞典』（三省堂）
小テスト･暗誦は必ず合格すること。不合格の場合は合格するまで、何度でも再受験するものとする。1つでも未受験・
不合格があった場合はポートフォリオは0点扱いとする。
進度は速いので必ず予習と復習を行うこと。夏休み、冬休みには課題がある。
１２月に外部テストを受け、学習状況を確認する。

授業計画
週 授業内容 週ごとの到達目標

前期 1stQ

1週 オリエンテーション 英語授業の年間計画を理解する
入学前課題の確認試験で６０％以上正解する

2週 オリエンテーション
辞書の使い方、ノートのとり方、学習の方法などの説
明が理解できる
文法用語等の説明を聞き、理解できる

3週 Lesson 1
Why Do We Study English 主語・動詞，否定文・疑問文について理解できる　

4週 Lesson 1
Why Do We Study English 主語・動詞，否定文・疑問文について理解できる　

5週 Lesson 2
Bento 現在形･過去形について理解できる　

6週 Lesson 2
Bento 現在形･過去形について理解できる　



7週
Lesson 2  音読テスト
Lesson 3
Could You GIve Me Some Advice?

助動詞 can, may, must について理解できる　

8週 中間試験 これまで学習した範囲

2ndQ

9週 中間試験返却と解説
Lesson 3
Could you give me some advice?

助動詞 can, may, must について理解できる　

10週 Lesson 4
My School, Your School

不定詞（名詞用法・形容詞用法・副詞用法[目的]）に
ついて理解できる　

11週 Lesson 4
My School, Your School

不定詞（名詞用法・形容詞用法・副詞用法[目的]）に
ついて理解できる　

12週 Lesson 5
Peace, the Polar Bear

動名詞（主語・補語・目的語として）について理解で
きる　

13週 Lesson 5
Peace, the Polar Bear

動名詞（主語・補語・目的語として）について理解で
きる　

14週 Lesson 5 音読テスト
Lesson 6 現在完了形について理解できる

15週 定期テスト これまで学習した範囲
16週 解答・解説 定期テストの解答･解説

評価割合
試験 発表 相互評価 態度 ポートフォリオ その他 合計

総合評価割合 60 0 0 10 40 0 110
基礎的能力 60 0 0 10 40 0 110
専門的能力 0 0 0 0 0 0 0
分野横断的能力 0 0 0 0 0 0 0



モデルコア高専5 開講年度 平成29年度 (2017年度) 授業科目 English Communication２
科目基礎情報
科目番号 0072 科目区分 一般 / 必修
授業形態 演習 単位の種別と単位数 履修単位: 2
開設学科 制御情報工学科 対象学年 1
開設期 後期 週時間数 4
教科書/教材 COMET English Communication I　（数研出版）
担当教員
到達目標
Reading　  簡単な英語で書かれた身近な事柄についての比較的短い文章を読み、理解し、日本語で要旨を述べることができる。教科書の英文で
あれば、練習を繰り返せば、間違わずに読むことができる。
Listening　 英語で伝えられた、日常的に使われる程度の指示や質問の内容を理解し、それを受けて何らかの行動や応答に移すことができる。
Writing　　基本的な構文や単語を利用しながら、自分や身の回りのことについてまとまりのある英文を書ける。
Speaking   決まったフレーズや例文を頼りに、自分や身の回りのことについて簡単な会話を行ったり、発表ができる。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 未到達レベルの目安

評価項目1 簡単な英語で書かれた比較的短い
文章を正確に直読直解できる。

簡単な英語で書かれた比較的短い
文章をほゞ直読直解できる。

簡単な英語で書かれた比較的短い
文にかかわらず、直読直解ができ
ない。

評価項目2 英語での指示や質問の内容を正し
く用いることができる。

英語での指示や質問の内容をほゞ
理解できる。 英語での指示や質問の内容を全く

理解できない。

評価項目3
基本的な構文を十分理解し、それ
を用いて簡単で文法的に正しい文
を書ける。

基本的な構文を理解し、それを用
いて簡単な英文を書ける。

基本的な構文を理解できず、それ
を用いた簡単な英文さえ書けけな
い。

学科の到達目標項目との関係
教育方法等

概要

コミュニケーションへの関心・意欲・態度
① 英語を読んだり聞いたりして、自分の考えや感想を発言しようとしたり、聴こうとしている。
② 本文を読んで感想を発表したり、しっかり聴こうとしている。
外国語表現の能力
③ 発音と文のリズムに注意して英文を淀みなく読むことができる。
④ 本文の内容を簡潔にまとめたり、それについての自分の意見を簡単に話したり、書いたりできる。
⑤ 各課で扱われる文法や表現を用いて簡単な文章を作ったり、やり取りができる。
外国語理解の能力
⑥ 本文中の代名詞が指す内容について理解できる。
⑦ 本文の内容について理解できる。
⑧ 始めて聞く英文のポイントを聞き取ることができる。
言語や文化についての知識・理解
⑨ 各課で扱われる文法事項の用法を理解している。
⑩ 日常生活で有用な表現等に知っている。
⑪ 英語を通して各国の文化とその背景を理解している。

授業の進め方・方法

1 　授業開始時に小テストを行う。
2 　新出単語や連語についての発音と意味を確認する。
3 　本文の音声を聞き、音読練習を様々な音読練習を行なう。
4 　本文の内容を理解し、設問に日本語で答える。
5 　本文理解の助けとなる文法事項や代名詞を確認しながら、要点を確認する。
6 　各レッスン終了時に暗誦を行う。

注意点

補助教材等 COMET English Communication I Workbook （数研出版）、英単語Target 1200(旺文社）、英単語
Target 1200 Workbook 1,2,3（旺文社）、『グランドセンチュリー英和辞典』（三省堂）
小テスト･暗誦は必ず合格すること。不合格の場合は合格するまで、何度でも再受験するものとする。1つでも未受験・
不合格があった場合はポートフォリオは0点扱いとする。
進度は速いので必ず予習と復習を行うこと。夏休み、冬休みには課題がある。
１２月に外部テストを受け、学習状況を確認する。

授業計画
週 授業内容 週ごとの到達目標

後期

3rdQ

1週 Lesson 6
Living as a Carpenter 受け身について理解することができる。

2週 Lesson 7
Flying Wheelchairs

現在完了（継続・経験・完了）について理解すること
ができる。

3週 Lesson 7
Flying Wheelchairs

現在完了（継続・経験・完了）について理解すること
ができる。

4週 Lesson 7
Flying Wheelchairs

現在完了（継続・経験・完了）について理解すること
ができる。

5週 Lesson 8
Convenience Stores: the Keys to Their Success

現在分詞・過去分詞（形容詞用法）について理解でき
る。

6週 Lesson 8
Convenience Stores: the Keys to Their Success

現在分詞・過去分詞（形容詞用法）について理解でき
る。

7週 Lesson 8
Convenience Stores: the Keys to Their Success

現在分詞・過去分詞（形容詞用法）について理解でき
る。

8週 中間テスト これまで学習した範囲

4thQ

9週
中間テストの答案返却と解答・解説
Lesson 9
Tricks on Your Eyes

比較（比較級・最上級）を理解し、活用することがで
きる。

10週 Lesson 9
Tricks on Your Eyes 比較（比較級・最上級）を理解できる。

11週 Lesson 9
Tricks on Your Eyes 比較（比較級・最上級）を理解できる。



12週 Lesson 10
Ando Momofuku: the Father of Instant Noodles 関係代名詞、関係副詞を理解できる。

13週 Lesson 10
Ando Momofuku: the Father of Instant Noodles 関係代名詞、関係副詞を理解できる。

14週 Lesson 10
Ando Momofuku: the Father of Instant Noodles 関係代名詞、関係副詞を理解できる。

15週 定期テスト これまで学習した範囲
16週 解答･解説 定期テストの解答･解説

評価割合
試験 発表 相互評価 態度 ポートフォリオ その他 合計

総合評価割合 60 0 0 10 30 0 100
基礎的能力 60 0 0 10 30 0 100
専門的能力 0 0 0 0 0 0 0
分野横断的能力 0 0 0 0 0 0 0



モデルコア高専5 開講年度 平成29年度 (2017年度) 授業科目 工学リテラシ
科目基礎情報
科目番号 0005 科目区分 専門 / 必修
授業形態 授業 単位の種別と単位数 履修単位: 2
開設学科 制御情報工学科 対象学年 1
開設期 通年 週時間数 2
教科書/教材 かんたん合格 ITパスポート教科書 平成27年度 CBT対応　坂下夕里＆ラーニング編集部　著　インプレス
担当教員
到達目標
１．技術者が必要とされる社会的背景や重要性を理解し、社会における技術者の役割と責任を説明できる。
２．技術者を目指す者として、さまざまな課題に力を合わせて取り組んでいくことができる。
３．情報の意味と情報を適切に収集・処理・発信するための基礎的な知識を理解し活用できる。
４．高度情報通信ネットワーク社会の中核にある情報通信技術と倫理との関わりを理解できる。
５．将来的に英文資料を読める技術者になるために、英語の絵本や文庫本を５万語以上読む。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 未到達レベルの目安

評価項目1
技術者が必要とされる社会的背景
や重要性を理解し、社会における
技術者の役割と責任を具体的な案
件を自ら探し出し説明できる。

技術者が必要とされる社会的背景
や重要性を理解し、社会における
技術者の役割と責任を学習した内
容に基づいて説明できる。

技術者が必要とされる社会的背景
や重要性を理解し、社会における
技術者の役割と責任を説明できな
い。

評価項目2
技術者を目指す者として、自らの
レベルに合わせた課題を実社会か
ら取り入れ、力を合わせて取り組
んでいくことができる。

技術者を目指す者として、授業で
取り上げた課題に力を合わせて取
り組んでいくことができる。

技術者を目指す者として、さまざ
まな課題に力を合わせて取り組ん
でいくことができない。

評価項目3

情報の意味と情報を適切に収集・
処理・発信するための基礎的な知
識を理解し、オフィスソフトで表
現力に富んだ成果物を作成するこ
とができる。

情報の意味と情報を適切に収集・
処理・発信するための基礎的な知
識を理解し、一般的なオフィスソ
フトを活用することで表現できる
。

情報の意味と情報を適切に収集・
処理・発信するための基礎的な知
識を理解し活用できない。

学科の到達目標項目との関係
教育方法等

概要
技術者の初級教育として簡易的な実験を通じて、物理、化学、情報、工学の理論とのバランスを考え、実験的アプロー
チの重要性を理解する。
基本的な実験ノートの記述、及び実験レポートの作成の方法を理解させるほか、一般的なパソコン、ワープロ、表計算
などの制御情報工学科に必修の操作方法を習得する。

授業の進め方・方法
・ 授業は講義＋課題形式で行う．講義には積極的に参加し，分からないときはすぐに質問することを心がけること
・ レポートや発表の課題は、期限に遅れず準備または提出すること
・ タイピングは設定した基準をクリアできなければ，単位を認めないので注意すること
・ 図書館にある英語の絵本を積極的に活用すること

注意点
・ すべての専門科目や実験に活用できる技術やスキルを学習する科目であるので，そのことを常に意識し取り組むこと
・ 演習（発表の準備，レポート作成作業など）は，授業時間内に完成しない場合も多いので，日ごろから空き時間等を
活用し効率よく作業を行うこと
・ 発表内容に関して学内の先生に協力を頂く場合は礼儀やマナーを守ること

授業計画
週 授業内容 週ごとの到達目標

前期

1stQ

1週 コンピュータの基本操作 コンピュータの基本操作が行える．

2週 タイピング，Web検索，メール タイピング，Web検索の方法，メールの使い方を身に
着ける．

3週 プレゼンテーションの作成(1) プレゼンテーションとは何か説明できる．
4週 プレゼンテーションの作成(2) パワーポイントを使用して自己紹介ができる．
5週 プレゼンテーションの作成(3) 技術者（エンジニア）とその仕事について知る．

6週 プレゼンテーションの作成(4) 技術者（エンジニア）とその仕事についてプレゼンテ
ーションを作成する．

7週 メールとセキュリティ 個人情報とプライバシー保護の考え方について理解
し，正しく実践できる．

8週 前期中間試験

2ndQ

9週 ネットワークマナーと文書作成(1)
情報伝達システムの考え方について理解できる．
情報セキュリティの必要性とその対策について理解で
きる．

10週 ネットワークマナーと文書作成(2)
インターネットの仕組みを理解し，実践的に使用でき
る．
相手方にメールを送り，情報交換ができる．

11週 実験ノートと表計算 実験ノートの取り方と，表計算ソフトの基礎的な使い
方を知る．

12週 技術文書と技術者倫理 技術文書の書き方について知る．技術者に必要とされ
る倫理について説明できる．

13週 課題(1)の実践
工学において必須である基本的な物理実験を通して
，与えられた課題を指示されながらこなすことが出来
る．

14週 課題(1)のレポート作成 課題（1）で実践した実験のレポートを指示されながら
作成することができる．

15週 課題(1)のレポートに対するフィードバック レポートの実験結果，考察から新たな問題解決法を指
示されながら見出すことができる．

16週
後期 3rdQ 1週 物理量と単位系 工学で取り扱う物理量と単位系を説明できる．



2週 課題(2)の実践
工学において必須である基本的な物理実験を通して
，与えられた課題を協力しながら指示を受け，こなす
ことが出来る．

3週 課題(2)のレポート作成 課題（2）で実践した実験のレポートを複数人と協力し
ながら指示を受け，作成することができる．

4週 課題(2)のレポートに対するフィードバック
レポートの実験結果，考察から新たな問題解決法を複
数人と協力しながら指示を受け、見出すことができる
．

5週 課題(3)の実践
工学において必須である基本的な物理実験を通して
，与えられた課題を複数人と協力しながら自分たちで
こなすことが出来る．

6週 課題(3)のレポート作成 課題（3）で実践した実験のレポートを複数人と協力し
ながら自分たちで作成することができる．

7週 課題(3)のレポートに対するフィードバック
レポートの実験結果，考察から新たな問題解決法を複
数人と協力しながら自分たちで，見出すことができる
．

8週 後期中間試験

4thQ

9週 有効数字，基数変換，論理式 有効数字，基数変換，論理式の概念を説明できる．

10週 課題(4)の実践 工学において必須である基本的な物理実験を通して
，与えられた課題を自らこなすことが出来る．

11週 課題(4)のレポート作成 課題（4）で実践した実験のレポートを指示を受けずに
自ら作成することができる．

12週 課題(4)のレポートに対するフィードバック レポートの実験結果，考察から新たな問題解決法を正
誤に問わず，自ら見出すことができる．

13週 課題(5)の実践 工学において必須である基本的な物理実験を通して
，与えられた課題を正確に自らこなすことが出来る．

14週 課題(5)のレポート作成 課題（5）で実践した実験のレポートを指示を受けずに
自ら作成し，それを説明できる．

15週 課題(5)のレポートに対するフィードバック レポートの実験結果，考察から新たな問題解決法を正
誤に問わず，自ら見出し，提案することができる．

16週
評価割合

試験 発表 相互評価 態度 ポートフォリオ その他 合計
総合評価割合 50 20 10 0 20 0 100
基礎的能力 20 10 5 0 10 0 45
専門的能力 20 5 5 0 5 0 35
分野横断的能力 10 5 0 0 5 0 20



モデルコア高専5 開講年度 平成29年度 (2017年度) 授業科目 電気電子基礎
科目基礎情報
科目番号 0006 科目区分 専門 / 必修
授業形態 授業 単位の種別と単位数 履修単位: 2
開設学科 制御情報工学科 対象学年 1
開設期 通年 週時間数 2
教科書/教材 わかりやすい 電気電子基礎 増田 英二 (著), 高橋 寛 (監修)
担当教員
到達目標
１負荷抵抗における電圧と電流の関係を理解し、電気回路の計算に用いることができる。
２電気電子の基礎知識として、電気回路や素子、半導体等の専門用語を理解し概要を説明できる。
３キルヒホッフの法則や重ねの理等の定理を理解し、電気回路の計算に用いることができる。
る。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 未到達レベルの目安

評価項目1 負荷抵抗における電圧と電流の関
係を理解でき回路計算ができる。

負荷抵抗における電圧と電流の関
係をおおよそ理解でき回路計算が
だいたいできる。

負荷抵抗における電圧と電流の関
係を理解できず、回路計算もでき
ない。

評価項目2
電気電子の基礎知識として、電気
回路や素子、半導体等の専門用語
を理解し概要を説明できる。

電気電子の基礎知識として、電気
回路や素子、半導体等の専門用語
を理解し概要をおおよそ説明でき
る。

電気電子の基礎知識として、電気
回路や素子、半導体等の専門用語
を理解し概要を説明できない。

評価項目3
キルヒホッフの法則や重ねの理等
の定理を理解し、電気回路の計算
に用いることができる。

キルヒホッフの法則や重ねの理等
の定理を理解し、電気回路の計算
に用いることがほぼできる。

キルヒホッフの法則や重ねの理等
の定理を理解し、電気回路の計算
に用いることができない。

学科の到達目標項目との関係
教育方法等

概要
電気回路に対する基本概念である直流回路で扱う種々の電気系量（電圧、電流、抵抗、コンダクタンス、静電容量、電
力、電力量など）の定義、単位記号及びこれらの間に成立つ関係について学習する。その過程において、直流回路にお
いて生じる合成抵抗や電圧、電流を導出する方法や問題解答の基本的な記述法についても学ぶ。
さらに電気電子の基礎知識として、電気回路や素子、半導体等の専門用語を理解するための学習を行う。

授業の進め方・方法

・ 原則として、毎回演習を行う。そのためには授業時間外の自主学習は必須である。
・ 小テスト得点が指定水準未満の学生は、指定した課題を提出した場合、その不足している得点を挽回できる。
・ 小テスト累積得点に基準を設け、期末テスト受験の条件とする。
・ 教科書における重要な単語は赤字で、英語表記を添えて記入してあり、これらも学習対象とする。
授業中にマルチメータやICTツール（タブレット）を積極的に使い、電気電子システムの役割を理解する。

注意点

・ 授業は65分講義＋25分演習（小テスト）形式で行う。
・ 電気回路を理解するには基礎的な算数数学の知識が必要不可欠である。方程式や分数の計算、や三角関数など、数学
系科目で履修した分野も含めた豊富な演習を、小テスト形式で行う。
・ 実技課題では6人程度のグループに分割して授業を行う。グループで課題に取り組み、お互いの理解を深めあう。教材
としてマルチメータとＥＬＶＩＳを使用し、直流回路における基礎を実技にて理解し、その成果を電子データで提出す
る。
・ 夏休み、冬休みには宿題を課すので、期限に遅れず提出する。

授業計画
週 授業内容 週ごとの到達目標

前期

1stQ

1週 ガイダンス 授業の方針について理解できる。
2週 電気の基礎 電荷、電圧、電流の概念をことばで説明できる

3週 単位とSI単位の接頭語
ハンディマルチメータの使い方実習

ＳＩ単位の基本７単位と10-12から1012の接頭語理解
し、単位換算ができる。

4週 電荷および電流と電圧 電荷、電圧、電流の概念をことばで説明できる

5週 オームの法則と抵抗の性質 オームの法則を用いて抵抗を流れる電流や抵抗両端電
圧を計算できる

6週 オームの法則と抵抗の性質 オームの法則を用いて抵抗を流れる電流や抵抗両端電
圧を計算できる

7週 抵抗の接続とその利用
抵抗の直列接続と分圧回路 電圧降下法を用いて、抵抗の測定ができる。

8週 抵抗の並列接続と分流回路 分圧回路および分流回路を用いて、任意の電圧や電流
を生じる抵抗の組み合わせを求めることができる

2ndQ

9週
抵抗の接続とその利用
抵抗の直列接続と分圧回路
抵抗の並列接続と分流回路

分圧回路および分流回路を用いて、任意の電圧や電流
を生じる抵抗の組み合わせを求めることができる
電圧降下法を用いて、抵抗の測定ができる。

10週 抵抗接続と抵抗の利用についての実験 直流の回路網にキルヒホッフの法則を適用することが
できる。

11週 抵抗接続と抵抗の利用についての実験 直流の回路網にキルヒホッフの法則を適用することが
できる。

12週 キルヒホッフの法則を用いた直流回路の電圧電流の計
算

キルヒホッフの法則、テブナンの定理を利用して、複
数の電源と抵抗から成る直流回路網の各部の電流を計
算することができる。

13週 キルヒホッフの法則を用いた直流回路の電圧電流の計
算

キルヒホッフの法則、テブナンの定理を利用して、複
数の電源と抵抗から成る直流回路網の各部の電流を計
算することができる。

14週 キルヒホッフの法則を用いた直流回路の電圧電流の計
算

キルヒホッフの法則、テブナンの定理を利用して、複
数の電源と抵抗から成る直流回路網の各部の電流を計
算することができる。

15週 直流回路における電圧電流の測定実験 マルチメータを
用いて、電圧、電流、抵抗の測定ができる

マルチメータを用いて、電圧、電流、抵抗の測定がで
きる



16週 総合問題 これまで学習した直流回路の要素を含む応用問題を解
くことができる

後期

3rdQ

1週
電流の各種作用
ジュールの法則
電力と電力量

電力量と電力を説明し、これらを計算できる。

2週
電流の各種作用
ジュールの法則
電力と電力量

電力量と電力を説明し、これらを計算できる。

3週 直流回路の応用問題
キルヒホッフの法則、テブナンの定理を利用して、複
数の電源と抵抗から成る直流回路網の各部の電流を計
算することができる。

4週 直流回路の応用問題
キルヒホッフの法則、テブナンの定理を利用して、複
数の電源と抵抗から成る直流回路網の各部の電流を計
算することができる。

5週 電磁力と電磁誘導
電磁力の大きさと方向を求めることができる
直流モータの動作の概略を説明できる
電磁誘導について、言葉でと式を用いて説明できる。

6週 電磁力と電磁誘導
電磁力の大きさと方向を求めることができる
直流モータの動作の概略を説明できる
電磁誘導について、言葉でと式を用いて説明できる。

7週 電磁誘導
自己インダクタンスと相互インダクタンス

電磁誘導で発生する起電力の大きさと方向を求めるこ
とができる。
自己インダクタンスと相互インダクタンスについて、
式と言葉で説明できる。

8週 電磁誘導
自己インダクタンスと相互インダクタンス

電磁誘導で発生する起電力の大きさと方向を求めるこ
とができる。
自己インダクタンスと相互インダクタンスについて、
式と言葉で説明できる。

4thQ

9週 コンデンサの構造と静電容量
平行平板コンデンサの構造と電界および電束について
説明できる。静電容量を求めることができ、電荷と電
圧、静電容量の関係を説明できる

10週 コンデンサの構造と静電容量
平行平板コンデンサの構造と電界および電束について
説明できる。静電容量を求めることができ、電荷と電
圧、静電容量の関係を説明できる

11週 コンデンサの機能とその応用 コンデンサの直列接続、並列接続、直並列接続の合成
静電容量を計算できる。

12週 コンデンサの機能とその応用 コンデンサの直列接続、並列接続、直並列接続の合成
静電容量を計算できる。

13週 コイル及びコンデンサに関する実験 実験によりコイルコンデンサの働きを定性的に理解で
きる。

14週 半導体素子 ダイオード、トランジスタ、FETの特徴を説明できる
。

15週 半導体素子
バイポーラトランジスタの特徴と等価回路を説明でき
る。
FETの特徴と等価回路を説明できる。

16週 総合問題 これまで学習した直流回路の要素を含む応用問題を解
くことができる。

評価割合
試験 演習 相互評価 態度 ポートフォリオ その他 合計

総合評価割合 30 45 0 0 0 25 100
基礎的能力 10 30 0 0 0 5 45
専門的能力 10 15 0 0 0 10 35
分野横断的能力 10 0 0 0 0 10 20



モデルコア高専5 開講年度 平成30年度 (2018年度) 授業科目 英語Ａ
科目基礎情報
科目番号 0089 科目区分 一般 / 必修
授業形態 授業 単位の種別と単位数 履修単位: 3
開設学科 制御情報工学科 対象学年 2
開設期 通年 週時間数 3

教科書/教材
VISTA English Communication Ⅱ（三省堂） / VISTA English Communication Ⅱ Workbook （三省堂） / WORD-
MEISTER 英単語・熟語3000（第一学習社） / WORD-MEISTER 英単語・熟語3000 Training Note 1, 2, 3（第一学習
社）

担当教員
到達目標
＊自分の身近な事柄について英語である程度伝えることができる。実用英検準2級程度の英語運用能力を身につける。

Reading     教科書などの文章を段落ごとに大意をつかむことができる。
Listening    英語での指示や質問の内容を理解し、応答できる。
Writing       自分の身の回りのことを簡単な英語で表現できる。
Speaking   簡単な英語を用いて、自分の考えを表現できる。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 未到達レベルの目安

評価項目1 教科書を見て正しく区切りをつけ
ながら音読ができる。 教科書の基本的な音読ができる。 教科書に出てくる単語を十分に音

読することができない。

評価項目2 CDなどの音声教材を聞きとり、内
容把握ができる。

CDなどの音声教材を聞き取り、お
おまかな内容把握ができる。

CDなどの音声教材を十分聞き取る
ことができない。

評価項目3
自分自身や身の回りのことについ
て正しく書いたり、話したりする
ことができる。

自分自身や身の回りのことについ
て、書いたり話したりしながら内
容を相手に伝えることができる。

自分自身や身の回りのことについ
て、書いたり話したりすることが
十分にできない。

学科の到達目標項目との関係
教育方法等

概要

1 　各レッスンの扉の写真を見ながら、本文の内容について簡単なやり取りをする。
2 　新出単語や連語についての発音と意味を確認する。
3 　本文の音声を聞き、音読練習を様々な音読練習を行なう。
4 　本文の内容を理解し、設問に日本語で答える。
5 　本文理解の助けとなる文法事項や代名詞を確認しながら、要点を確認する。
6 　課末の表現や格言を利用して、表現活動を行なう。

授業の進め方・方法

1　英語を読んだり聞いたりして、自分の考えや感想を発言しようとしたり、聴こうとしている。
2　本文を読んで感想を発表したり、しっかり聴こうとしている。
3　発音と文のリズムに注意して英文を淀みなく読むことができる。
4　本文の内容を簡潔にまとめたり、それについての自分の意見を簡単に話したり、書いたりできる。
5　各課で扱われる文法や表現を用いて簡単な文章を作ったり、やり取りができる。
6　本文中の代名詞が指す内容について理解できる。
7　本文の内容について理解できる。
8　始めて聞く英文のポイントを聞き取ることができる。
9　各課で扱われる文法事項の用法を理解している。
10　日常生活で有用な表現等に知っている。
11　 英語を通して各国の文化とその背景を理解している。
12   継続的に語彙力を伸ばすために英単語の小テストを授業のはじめに実施する。 　

注意点 1 教材は常に授業に使用できるように手元に置く。
2 予習・復習は必須であり、授業中に指名された際に答えることができるような姿勢で臨む。

授業計画
週 授業内容 週ごとの到達目標

前期

1stQ

1週 Orientation 授業の進め方を理解し、授業に対する姿勢を確立する
。

2週 Lesson 1 World Breakfasts ３つの国の朝食から、その国の文化や歴史を知る。

3週 Lesson 1 World Breakfasts 疑問詞で始まる節やifで始まる節を理解し、活用できる
。

4週 Lesson 2 The Emerald Isle アイルランドの言語や文化、日本との共通点を知る。
5週 Lesson 2 The Emerald Isle 原級を用いた比較級を理解し、活用できる。
6週 Lesson 3 Sakana-kun 知識と探求心が大発見につながることを知る。

7週 Lesson 3 Sakana-kun 名詞を修飾する過去分詞、現在分詞を理解し、活用で
きる。

8週 中間試験

2ndQ

9週 試験返却・解答
10週 Lesson 4 Nobel Prize Episodes ノーベル賞についての物語を読んで、関心を深める。

11週 Lesson 4 Nobel Prize Episodes 知覚動詞、tell　～ to doの用法を理解し、活用できる
。

12週 Lesson 5 Flowers in the Tomb
ハワード・カーターがツタンカーメンの墓で最も美し
いと思ったのは何だったかを知り、その理由を考える
。

13週 Lesson 5 Flowers in the Tomb 使役動詞、関係代名詞whatを理解し、活用できる。
14週 Lesson 6 Unique Countries 小さい国、小さい島国、小さい大陸はどこかを知る。
15週 期末試験
16週 試験返却・解答

後期 3rdQ 1週 夏休み宿題確認テスト 夏休みの宿題の確認テストを実施し、答え合わせをし
ながら学習の度合いを確認する。



2週 Lesson 6 Unique Countries how to do, It seems that ～の用法を理解し、活用で
きる。

3週 Lesson 7 The Galapagos Islands 今、ガラパゴス諸島に起こっていることは何かを知る
。

4週 Lesson 7 The Galapagos Islands 現在完了進行形、形式目的語を理解し、活用できる。

5週 Lesson 8 Shodo, Old and New 伝統文化を新しいスタイルで発展させることについて
考えることができる。

6週 Lesson 8 Shodo, Old and New 部分否定、can be doneの用法を理解し、活用できる
。

7週 Lesson 9 Water World 水族館について知り、現代技術の果たした役割を考え
ることができる。

8週 中間試験

4thQ

9週 試験返却・解答

10週 Lesson 9 Water World 関係代名詞の非制限用法、have been doneの用法を
理解し、活用できる。

11週 Lesson 10 A Long Friendship 日本とトルコの友好関係を知り、強調、共生のために
はどんな心がけが必要かを考えることができる。

12週 Lesson 10 ALong Friendship 過去完了形、強調構文を理解し、活用できる。

13週
冬休み宿題確認テスト
ENJOY READING! Charlie and the Chocolate
Factory

話の流れのポイントを抑えながら読み進めることがで
きる。

14週 ENJOY READING! Charlie and the Chocolate
Factory

話の流れのポイントを抑えながら読み進めることがで
きる。

15週 期末試験
16週 試験返却・解答

評価割合
試験 発表 相互評価 態度 ポートフォリオ その他 合計

総合評価割合 60 10 0 10 20 0 100
基礎的能力 60 10 0 10 20 0 100
専門的能力 0 0 0 0 0 0 0
分野横断的能力 0 0 0 0 0 0 0



モデルコア高専5 開講年度 平成30年度 (2018年度) 授業科目 電気電子基礎
科目基礎情報
科目番号 0036 科目区分 専門 / 必修
授業形態 授業 単位の種別と単位数 履修単位: 2
開設学科 制御情報工学科 対象学年 2
開設期 通年 週時間数 2
教科書/教材
担当教員
到達目標
１負荷抵抗における電圧と電流の関係を理解し、電気回路の計算に用いることができる。
２電気電子の基礎知識として、電気回路や素子、半導体等の専門用語を理解し概要を説明できる。
３キルヒホッフの法則や重ねの理等の定理を理解し、電気回路の計算に用いることができる。
る。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 未到達レベルの目安

評価項目1 負荷抵抗における電圧と電流の関
係を理解でき回路計算ができる。

負荷抵抗における電圧と電流の関
係をおおよそ理解でき回路計算が
だいたいできる。

負荷抵抗における電圧と電流の関
係を理解できず、回路計算もでき
ない。

評価項目2
電気電子の基礎知識として、電気
回路や素子、半導体等の専門用語
を理解し概要を説明できる。

電気電子の基礎知識として、電気
回路や素子、半導体等の専門用語
を理解し概要をおおよそ説明でき
る。

電気電子の基礎知識として、電気
回路や素子、半導体等の専門用語
を理解し概要を説明できない。

評価項目3
キルヒホッフの法則や重ねの理等
の定理を理解し、電気回路の計算
に用いることができる。

キルヒホッフの法則や重ねの理等
の定理を理解し、電気回路の計算
に用いることがほぼできる。

キルヒホッフの法則や重ねの理等
の定理を理解し、電気回路の計算
に用いることができない。

学科の到達目標項目との関係
教育方法等

概要
電気回路に対する基本概念である直流回路で扱う種々の電気系量（電圧、電流、抵抗、コンダクタンス、静電容量、電
力、電力量など）の定義、単位記号及びこれらの間に成立つ関係について学習する。その過程において、直流回路にお
いて生じる合成抵抗や電圧、電流を導出する方法や問題解答の基本的な記述法についても学ぶ。
さらに電気電子の基礎知識として、電気回路や素子、半導体等の専門用語を理解するための学習を行う。

授業の進め方・方法

・ 原則として、毎回演習を行う。そのためには授業時間外の自主学習は必須である。
・ 小テスト得点が指定水準未満の学生は、指定した課題を提出した場合、その不足している得点を挽回できる。
・ 小テスト累積得点に基準を設け、期末テスト受験の条件とする。
・ 教科書における重要な単語は赤字で、英語表記を添えて記入してあり、これらも学習対象とする。
授業中にマルチメータやICTツール（タブレット）を積極的に使い、電気電子システムの役割を理解する。

注意点

・授業は65分講義＋25分演習（小テスト）形式で行う。
・電気回路を理解するには基礎的な算数数学の知識が必要不可欠である。方程式や分数の計算、や三角関数など、数学
系科目で履修した分野も含めた豊富な演習を、小テスト形式で行う。
・実技課題では6人程度のグループに分割して授業を行う。グループで課題に取り組み、お互いの理解を深めあう。教材
としてマルチメータとＥＬＶＩＳを使用し、直流回路における基礎を実技にて理解し、その成果を電子データで提出す
る。
・夏休み、冬休みには宿題を課すので、期限に遅れず提出する。

授業計画
週 授業内容 週ごとの到達目標

前期

1stQ

1週 ガイダンス 授業の方針について理解できる。
2週 電気の基礎 電荷、電圧、電流の概念をことばで説明できる

3週 単位とSI単位の接頭語
ハンディマルチメータの使い方実習

ＳＩ単位の基本７単位と10-12から1012の接頭語理解
し、単位換算ができる。

4週 電荷および電流と電圧 電荷、電圧、電流の概念をことばで説明できる

5週 オームの法則と抵抗の性質 オームの法則を用いて抵抗を流れる電流や抵抗両端電
圧を計算できる

6週 オームの法則と抵抗の性質 オームの法則を用いて抵抗を流れる電流や抵抗両端電
圧を計算できる

7週 抵抗の接続とその利用
抵抗の直列接続と分圧回路 電圧降下法を用いて、抵抗の測定ができる。

8週
抵抗の接続とその利用
抵抗の直列接続と分圧回路
抵抗の並列接続と分流回路

分圧回路および分流回路を用いて、任意の電圧や電流
を生じる抵抗の組み合わせを求めることができる

2ndQ

9週
電流の各種作用
ジュールの法則
電力と電力量

分圧回路および分流回路を用いて、任意の電圧や電流
を生じる抵抗の組み合わせを求めることができる
電圧降下法を用いて、抵抗の測定ができる。

10週 抵抗接続と抵抗の利用についての実験 直流の回路網にキルヒホッフの法則を適用することが
できる。

11週 抵抗接続と抵抗の利用についての実験 直流の回路網にキルヒホッフの法則を適用することが
できる。

12週 キルヒホッフの法則を用いた直流回路の電圧電流の計
算

キルヒホッフの法則、テブナンの定理を利用して、複
数の電源と抵抗から成る直流回路網の各部の電流を計
算することができる。

13週 キルヒホッフの法則を用いた直流回路の電圧電流の計
算

キルヒホッフの法則、テブナンの定理を利用して、複
数の電源と抵抗から成る直流回路網の各部の電流を計
算することができる。

14週 キルヒホッフの法則を用いた直流回路の電圧電流の計
算

キルヒホッフの法則、テブナンの定理を利用して、複
数の電源と抵抗から成る直流回路網の各部の電流を計
算することができる。



15週 直流回路における電圧電流の測定実験 マルチメータを用いて、電圧、電流、抵抗の測定がで
きる

16週 総合問題 これまで学習した直流回路の要素を含む応用問題を解
くことができる。

後期

3rdQ

1週
電流の各種作用
ジュールの法則
電力と電力量

電力量と電力を説明し、これらを計算できる。

2週
電流の各種作用
ジュールの法則
電力と電力量

電力量と電力を説明し、これらを計算できる。

3週 直流回路の応用問題
キルヒホッフの法則、テブナンの定理を利用して、複
数の電源と抵抗から成る直流回路網の各部の電流を計
算することができる。

4週 直流回路の応用問題
キルヒホッフの法則、テブナンの定理を利用して、複
数の電源と抵抗から成る直流回路網の各部の電流を計
算することができる。

5週 電磁力と電磁誘導
電磁力の大きさと方向を求めることができる
直流モータの動作の概略を説明できる
電磁誘導について、言葉でと式を用いて説明できる。

6週 電磁力と電磁誘導
電磁力の大きさと方向を求めることができる
直流モータの動作の概略を説明できる
電磁誘導について、言葉でと式を用いて説明できる。

7週 電磁誘導
自己インダクタンスと相互インダクタンス

電磁誘導で発生する起電力の大きさと方向を求めるこ
とができる。
自己インダクタンスと相互インダクタンスについて、
式と言葉で説明できる。

8週 電磁誘導
自己インダクタンスと相互インダクタンス

電磁誘導で発生する起電力の大きさと方向を求めるこ
とができる。
自己インダクタンスと相互インダクタンスについて、
式と言葉で説明できる。

4thQ

9週 コンデンサの構造と静電容量
平行平板コンデンサの構造と電界および電束について
説明できる。静電容量を求めることができ、電荷と電
圧、静電容量の関係を説明できる

10週 コンデンサの構造と静電容量
平行平板コンデンサの構造と電界および電束について
説明できる。静電容量を求めることができ、電荷と電
圧、静電容量の関係を説明できる

11週 コンデンサの機能とその応用 コンデンサの直列接続、並列接続、直並列接続の、各
部の電圧と電荷量を計算できる

12週 コンデンサの機能とその応用 コンデンサの直列接続、並列接続、直並列接続の、各
部の電圧と電荷量を計算できる

13週 コイル及びコンデンサに関する実験 実験によりコイルコンデンサの働きを定性的に理解で
きる。

14週 半導体素子 ダイオード、トランジスタ、FETの特徴を説明できる
。

15週 半導体素子
バイポーラトランジスタの特徴と等価回路を説明でき
る。
FETの特徴と等価回路を説明できる。

16週 総合問題 これまで学習した直流回路の要素を含む応用問題を解
くことができる。

評価割合
試験 演習 相互評価 態度 ポートフォリオ その他 合計

総合評価割合 30 45 0 0 0 5 80
基礎的能力 10 30 0 0 0 5 45
専門的能力 10 15 0 0 0 0 25
分野横断的能力 10 0 0 0 0 0 10



モデルコア高専5 開講年度 平成30年度 (2018年度) 授業科目 デジタル回路
科目基礎情報
科目番号 0037 科目区分 専門 / 必修
授業形態 授業 単位の種別と単位数 履修単位: 2
開設学科 制御情報工学科 対象学年 2
開設期 通年 週時間数 2
教科書/教材 堀 桂太郎，ディジタル電子回路の基礎，東京電機大学出版局
担当教員
到達目標
1.10進数と2進数，16進数の相互変換，2進数，16進数の演算ができるようになる．
2.論理演算をゲート回路で表現できるようになる．
3.フリップフロップ，カウンタの動作について説明ができるようになる．
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 未到達レベルの目安

評価項目1 2進数，16進数の演算ができる． 10進数と2進数，16進数の相互変
換ができる．

10進数と2進数，16進数の相互変
換ができない．

評価項目2 論理演算をゲート回路で表現でき
る． 基本的な論理演算ができる． 基本的な論理演算ができない．

評価項目3 フリップフロップ，カウンタの動
作について説明ができる．

フリップフロップ，カウンタの構
造について説明ができる．

フリップフロップ，カウンタの構
造について説明ができない，

学科の到達目標項目との関係
教育方法等
概要 本授業の目的は，デジタル回路の基礎的な知識の習得である．

授業の内容は，デジタル回路を学ぶ上で必須となる数学的知識，論理的な思考の習得に重点を置いている．

授業の進め方・方法 ・授業は講義形式で説明を行った後に，演習を行う．
・授業毎に課題を課し，次の授業で小テストを行う．

注意点 ・授業の前に１時間程度の予習，復習を行うこと．
授業計画

週 授業内容 週ごとの到達目標

前期

1stQ

1週 ガイダンス 授業内容の工学的位置づけを説明できる．
2週 ディジタル信号による制御と情報処理 ディジタル信号とはどのようなものか説明できる．

3週 10進数とｒ進数(1) 10進数を2進数に変換できる．2進数を10進数に変換
できる．

4週 10進数とｒ進数(2) 2進数の演算ができる．

5週 10進数とｒ進数(3) 10進数を16進数に変換できる．16進数を10進数に変
換できる．

6週 10進数とｒ進数(4) 16進数の演算ができる．
7週 10進数とｒ進数(5) 負の数の表現，補数を用いた演算ができる．
8週 中間試験 中間試験

2ndQ

9週 論理代数(1) ベン図を用いて論理式を表現できる．
10週 論理代数(2) ブール代数の定理を説明できる．
11週 論理代数(3) ゲート回路の図記号を説明できる．
12週 論理代数(4) 論理演算をゲート回路で表現できる．
13週 論理回路(1) 加法標準形と乗法標準形について説明できる．
14週 論理回路(2) カルノー図について説明できる．
15週 前期定期試験 前期定期試験
16週 試験解説と総括 間違った問題を解くことができる．

後期

3rdQ

1週 デジタルIC(1) 基本ゲート回路について説明できる．
2週 デジタルIC(2) TTLとCMOSの違いについて説明できる．
3週 デジタルIC(3) ICの規格について説明できる．

4週 基本的なデジタル回路(1) コンパレータ，エンコーダー，デコーダについて説明
できる．

5週 基本的なデジタル回路(2) マルチプレクサ，デマルチプレクサについて説明でき
る．

6週 演算回路(1) 加算回路について説明できる.
7週 演算回路(2) 減算回路について説明できる.
8週 中間試験 中間試験

4thQ

9週 フリップフロップ(1) RS-FFについて説明できる．
10週 フリップフロップ(2) JK-FFについて説明できる．
11週 順序回路 順序回路について説明できる．
12週 非同期式カウンタ 非同期式カウンタについて説明できる．
13週 同期式カウンタ 同期式カウンタについて説明できる．
14週 アナログ・デジタル変換 アナログ・デジタル変換について説明できる．
15週 期末試験 期末試験
16週 試験解説と総括 間違った問題を解くことができる．

評価割合



試験 発表 相互評価 態度 ポートフォリオ その他 合計
総合評価割合 60 0 0 0 40 0 100
基礎的能力 20 0 0 0 20 0 40
専門的能力 20 0 0 0 10 0 30
分野横断的能力 20 0 0 0 10 0 30



モデルコア高専5 開講年度 平成30年度 (2018年度) 授業科目 工学実験１
科目基礎情報
科目番号 0038 科目区分 専門 / 必修
授業形態 実験・実習 単位の種別と単位数 履修単位: 3
開設学科 制御情報工学科 対象学年 2
開設期 通年 週時間数 3
教科書/教材 機械製図　実教出版、自作実験指導書
担当教員
到達目標
製図実習
1.指定された図形をドラフターを用いて正しく描くことができる．
2.部品のスケッチ図を描くことができる．
3.CADによる作図の基本操作ができる．

ロボット制御実験・電気電子基礎実験
1.工業系レポートの構成を理解し、それに基づいたレポートを書くことができる．
2.実験を通じて工学の基礎知識を理解し，得られたデータについて工学的に考察できる．
3.デジタルマルチメーターやオシロスコープを始めとする基本的な計測機器の使用ができる．
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 未到達レベルの目安

評価項目1 製図記号が説明でき、正確に作図
することができる。 正確に作図することができる。 正確に作図することができない。

評価項目2
定められたロボットを作成し，目
的を達成する制御プログラムを作
成できる．

定められたロボットを作成し，簡
単な制御プログラムを作成できる
．

定められたロボットが作成できな
い．

評価項目3 電子計測器（NI　ELVIS）から得
られた結果を理論式で説明できる

電子計測器（NI　ELVIS）の基本
的な機能を操作できる

電子計測器（NI　ELVIS）が操作
できない

学科の到達目標項目との関係
教育方法等

概要

【実験の日程】
[前期]　第1回～第15回　製図実習
[後期]　第16回～第21回  １班：組込プログラム系　　　　２班：電気電子基礎実験
第24回～第30回  １班：電気電子基礎実験　　　２班：組込プログラム系

【実験の内容】
[製図実習]
第1回            工学実験全般に関するガイダンス
第2回～第3回    基礎的な図形および製作図の描き方
第4回～第9回    機械部品の製作図
第10回～第11回   測定機器の取り扱い方
第12回～第15回    CADを用いた製図
　[ロボット制御実験]
第1回～第2回    開発環境と組込プログラムの基礎
第3回～第4回    モータ制御・センサ計測プログラム
第5回～第6回    ロボットの製作と制御
　[電気電子基礎実験]
第1回～第2回　　半田付けと計測基礎
第3回　　　　　　LEDの基礎
第4回　　　　　　オシロスコープ
第5回～第6回　　複雑な回路の実装

授業の進め方・方法

1.作業着を必ず着用すること．作業着を忘れた場合、原則実験に参加することができない．
2.評価方法の「その他」として、出席状況および実験態度を評価する．
3.班編制や実施場所等は年度当初に一覧にして連絡，掲示するため，各自で確認すること．
4.実験の際には各実験で配布された実験指導書および筆記用具，電卓を持参すること．
5.病気やけがその他の理由でやむをえず休む場合には，必ず事前に実験担当教員に連絡すること．
6.実験ごとにレポートを課す．報告書の期限は厳守すること．
7.実験におけるレポートは担当教員の指導を受けて執筆すること．内容が不十分な場合，再提出となる．
8.再提出も含め，ひとつでもレポートが提出されない場合，実験の単位は不可となることがある．
（実験は必修科目のため，不可となった場合には進級不認定となる）
9.製図実習では教科書，製図用具は忘れずに持参すること．
10.製図実習では製図機や測定機器は丁寧に扱い，後片付けをきちんとすること．
11.電気電子基礎実験では、National　Instruments社の電子機器（NI　ELVIS）を取り扱うが、理論計算するときには
電卓が必要なので持参すること．

注意点
・製図実習では．線の種類と用途、製図記号の意味を確認しておくこと．
・組込プログラム系実験及び電気電子基礎実験では，「物理」・「電気電子基礎」の前期の授業内容が基礎となるので
，十分な復習を行っておくこと.

授業計画
週 授業内容 週ごとの到達目標

前期
1stQ

1週 前期実験ガイダンス 前期実験の概要と進め方が理解できる
2週 キャビネット図 キャビネット図を正しく描ける
3週 等角図 等角図を正しく描ける
4週 機械部品の製作図（１） 支持台の作図ができる
5週 機械部品の製作図（2） 軸受の作図ができる
6週 機械部品の製作図（3） スパナの作図ができる
7週 機械部品の製作図（4） ボルト・ナットの規格を理解し作図できる
8週 機械部品の製作図（5） ボルト・ナットの規格を理解し作図できる

2ndQ 9週 機械部品の製作図（6） 歯車の要目表を理解し作図できる



10週 測定機器の取り扱い方（１） ノギス、マイクロメータを用いて部品図が作図できる
11週 測定機器の取り扱い方（２） ノギス、マイクロメータを用いて部品図が作図できる
12週 CADを用いた製図（１） ＣＡＤ製図 ＣＡＤシステムの役割と構成を説明できる
13週 CADを用いた製図（２） ＣＡＤシステムの基本機能を理解し、利用できる
14週 CADを用いた製図（３） ＣＡＤシステムの基本機能を理解し、利用できる
15週 実験課題のまとめ
16週

後期

3rdQ

1週 後期実験ガイダンス 後期実験の概要と進め方が理解できる
2週 開発環境と組込プログラムの基礎 （１） 開発環境を基本的な組込プログラムを作成できる．

3週 開発環境と組込プログラムの基礎（２） 与えられたな組込プログラムを修正し，簡単な課題を
達成できる．

4週 モータ制御・センサ計測プログラム（１） センサの値を読み取る組込プログラムを作成すること
ができる．

5週 モータ制御・センサ計測プログラム（２） モータを制御する組込プログラムを成することができ
る．

6週 ロボットの製作と制御（１） ロボットを作成し，基本動作を実現する組込プログラ
ムを作成できる．

7週 ロボットの製作と制御（２） モータとセンサを組み合わせたロボット制御プログラ
ムを作成できる．

8週 組込プログラム系実験のレポートまとめ

4thQ

9週 電子部品の取り扱い、誤差と誤差伝播 電子部品の誤差を理解し、抵抗とコンデンサに誤差が
ある直列並列回路の電流と周波数変化が説明できる

10週 半田付けによる電子工作1 無安定マルチバイブレータを製作し、充電（積分）と
放電（微分）動作が説明できる

11週 半田付けによる電子工作2 DCモータコントローラを製作し、オペアンプの比較動
作により回転速度が制御できることを説明できる

12週 オシロスコープを用いた波形観測 オシロスコープの6つの基本操作により波形観測（振幅
、周期、周波数）の方法が説明できる

13週 NI　ELVISの取り扱い（１） デジタルマルチメータ、オシロスコープ、信号発生器
の操作を説明できる

14週 NI　ELVISの取り扱い（２） 信号発生器、可変電源の操作を説明できる
15週 電気電子基礎実験のレポートまとめ
16週

評価割合
試験 発表 相互評価 態度 ポートフォリオ 出席・取組状況 合計

総合評価割合 0 0 0 0 70 30 100
基礎的能力 0 0 0 0 0 0 0
専門的能力 0 0 0 0 70 10 80
分野横断的能力 0 0 0 0 0 20 20


